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(57)【要約】
　本発明は、（ａ）６～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエ
ステル、および（ｂ）シリコーンを含有する化粧品製剤に関する。



(2) JP 2013-522250 A 2013.6.13

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）４～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエステル、お
よび
（ｂ）シリコーン
を含む化粧品製剤。
【請求項２】
　成分（ａ）として、ペンタエリスリトールとカプリル酸とのエステルを使用することを
特徴とする、請求項１に記載の化粧品製剤。
【請求項３】
　成分（ｂ）として、ジメチコーンまたはアモジメチコーンを使用することを特徴とする
、請求項１または２に記載の化粧品製剤。
【請求項４】
　製剤は、さらに第四級アンモニウム化合物を含むことを特徴とする、請求項１～３のい
ずれかに記載の化粧品製剤。
【請求項５】
　製剤は、さらにワックスおよび油を含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれかに
記載の化粧品製剤。
【請求項６】
　コンディショニング化粧品製剤から毛髪へのシリコーンの付着を増加させるための、４
～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエステルの使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリコーンおよびペンタエリスリトールの特定のエステルを含む化粧用コン
ディショナーおよびコンディショニングシャンプー組成物の分野にある。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪コンディショナーは、以前より、毛髪の構造および外観を改善するために使用され
てきた。染毛またはパーマなどの毛髪処理は、毛髪に構造的なダメージをもたらす。毛髪
は脆く艶がなくなり、毛髪の先端が裂けることもある。特に、毛髪を洗浄後に毛髪を梳く
ことは不可能であるといえる。
【０００３】
　上記理由のために、長い間、改善を与える化粧品製剤が既に供給されてきた。まず初め
に、コンディショナーを一体化させたシャンプーとして作用する２-イン-１シャンプーが
市場に長く存在した。毛髪洗浄の間でさえ毛髪が整えられ、これは、毛髪をすすいだ後で
、きわめて簡単に直接に毛髪を梳くことができることを意味する。その上、毛髪洗浄後に
別々に使用されるへアリンスおよびヘアトリートメントも存在する。
【０００４】
　これらの用途全てに好まれる成分は、油、例えば天然油および精油、シリコーン油、脂
肪アルコールおよび第四級アンモニウム化合物である。これに関して、特に良好なコンデ
ィショニング効果を得るためには、これら成分を毛髪にできるだけ多く適用することも重
要であると考えられることがわかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、用いた油、特にシリコーン油の多量の付着をもたらし、その結果、毛髪に
改善されたコンディショニングをもたらすコンディショナーを提供することが本発明の課
題であった。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　驚くべきことに、ペンタエリスリトールの脂肪酸エステルが存在することにより、毛髪
へのシリコーン油の付着を増大させることができることがわかった。したがって、本発明
は、第一に、
（ａ）４～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエステル、およ
び
（ｂ）シリコーン
を含む化粧品製剤を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
〔４～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエステル〕
　エステルは、単一の種類の脂肪酸アシル基または異なる脂肪酸アシル基の混合物を有し
てよく、脂肪酸は分枝状または非分枝状および／または飽和または不飽和であってよい。
しかしながら、比較的短いアルキル鎖が好ましい。より親水性のエステルは、シリコーン
の付着を高めると見られる。
【０００８】
　したがって、４～１２個の炭素原子を有するアシル基を有する直鎖状または分枝状、飽
和または不飽和の脂肪酸を、エステル化に使用することが好ましい。６～１０個の炭素原
子を有するアシル基が特に好ましい。成分（ａ）として、ペンタエリスリトールとカプリ
ル酸とのエステルを使用することがきわめて好ましい。
【０００９】
　この特に好ましいエステルを調製するために、ペンタエリスリトール１ｍｏｌとカプリ
ル酸２ｍｏｌとを反応させて、主成分としてジエステルを製造する。本発明の好ましい態
様において、これらは、５～３５重量％のモノエステル、２０～５０重量％のジエステル
および２０～５０重量％のトリエステル、および場合によりテトラエステルの割合を有す
るペンタエリスリトールエステルである。１０～２５重量％のモノエステル、２５～４０
重量％のジエステルおよび３０～４０重量％のトリエステル、および場合によりテトラエ
ステルの割合が特に好ましく、１５～２５重量％のモノエステル、３０～４０重量％のジ
エステル、２５～３５重量％のトリエステルおよび５～１１重量％のテトラエステルがき
わめて好ましい。したがって、同時に、非常に少量（０.５重量％未満）の未反応のペン
タエリスリトールが残ることが確保され、したがって、透明および光透過性の製剤を製造
することもできる。好ましく使用するペンタエリスリトールエステルは液体であるため、
特に良好な取扱い性を有し、より良好に製剤化することができる。本発明の製剤中で、上
記ペンタエリスリトールエステルを、０.０１～５重量％、好ましくは０.１～３重量％、
特に好ましくは１～３重量％の量で使用する。
【００１０】
〔シリコーン〕
　毛髪を整えるために、シャンプー、ヘアリンス、ヘアトリートメントなどにおいて、シ
リコーンを使用することが好ましい。適当なシリコーン化合物は、室温で液状または樹脂
状のいずれかで存在することができる例えばジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポ
リシロキサン、環状シリコーン、ならびにアミノ変性シリコーン化合物、脂肪酸変性シリ
コーン化合物、アルコール変性シリコーン化合物、ポリエーテル変性シリコーン化合物、
エポキシ変性シリコーン化合物、フッ素変性シリコーン化合物、グリコシド変性シリコー
ン化合物および／またはアルキル変性シリコーン化合物である。
【００１１】
　本発明に関して、ジメチコーンまたはアモジメチコーンを成分（ｂ)として使用する場
合、特に有利であることがわかった。
【００１２】
　通常、ここで、化粧品製剤中にシリコーンを０.０１～５重量％、好ましくは１～２重
量％の量で使用する。
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【００１３】
〔化粧品製剤〕
　本発明の化粧品製剤は、ヘアシャンプー、ヘアローション、ヘアリンス、ヘアトリート
メントなどの形態で存在し得る。これら組成物は、さらなる助剤および添加剤として、低
刺激性の界面活性剤、油体、乳化剤、真珠光沢ワックス、稠度調節剤、増粘剤、過脂肪剤
、安定剤、ポリマー、脂肪、ワックス、レシチン、リン脂質、生体活性成分、酸化防止剤
、脱臭剤、発汗防止剤、ふけ防止剤、皮膜形成剤、膨潤剤、ヒドロトロープ剤、可溶化剤
、防腐剤、香油、染料などを含有することもできる。
【００１４】
〔界面活性剤〕
　シャンプー製剤は、通常、主成分の１つとして毛髪を洗浄するための界面活性剤を含む
。存在しうる界面活性物質は、アニオン性、非イオン性、カチオン性および／または両性
および／または双性イオン性の界面活性剤であり、その組成物中の割合は通常約１～７０
重量％、好ましくは５～５０重量％、特に１０～３０重量％である。
【００１５】
　アニオン性界面活性剤の例は、石鹸、アルキルベンゼンスルホネート、アルカンスルホ
ネート、オレフィンスルホネート、アルキルエーテルスルホネート、グリセリロールエー
テルスルホネート、α－メチルエステルスルホネート、スルホ脂肪酸、アルキルサルフェ
ート、脂肪アルコールエーテルサルフェート、グリセロールエーテルサルフェート、脂肪
酸エーテルサルフェート、ヒドロキシ混合エーテルサルフェート、モノグリセリド（エー
テル）サルフェート、脂肪酸アミド（エーテル）サルフェート、モノおよびジアルキルス
ルホスクシネート、モノおよびジアルキルスルホスクシナメート、スルホトリグリセリド
、アミド石鹸、エーテルカルボン酸およびその塩、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコ
シネート、脂肪酸タウリド、Ｎ－アシルアミノ酸、例えばアシルラクチレート、アシルタ
ートレート、アシルグルタメートおよびアシルアスパルテート、アルキルオリゴグルコシ
ドサルフェート、アルキルオリゴグルコシドカルボキシレート、タンパク質脂肪酸縮合物
（特に、小麦系植物生成物）およびアルキル（エーテル）ホスフェートである。アニオン
性界面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含有する場合、通常の同族体分布を有し得る
が、狭い同族体分布を有することが好ましい。
【００１６】
　非イオン性界面活性剤の例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキルフェ
ノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドポリグリ
コールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセリド、
混合エーテルまたは混合ホルマール、任意に部分的酸化されたアルキル（アルケニル）オ
リゴグリコシドまたはグルコロン酸誘導体、脂肪酸－Ｎ－アルキルグルカミド、タンパク
質加水分解物（特に小麦系植物生成物）、ポリオール脂肪酸エステル、糖エステル、ソル
ビタンエステル、ポリソルベートおよびアミンオキシドである。非イオン性界面活性剤が
ポリグリコールエーテル鎖を含有する場合、通常の同族体分布を有し得るが、狭い同族体
分布を有することが好ましい。
【００１７】
　カチオン性界面活性剤の例は、第四級アンモニウム化合物、例えばジメチルジステアリ
ルアンモニウムクロリド、およびエステルクォート、特に第四級化脂肪酸トリアルカノー
ルアミンエステル塩である。
【００１８】
　両性および／または双性イオン性界面活性剤の例は、アルキルベタイン、アルキルアミ
ドベタイン、アミノプロピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタインお
よびスルホベタインである。上記界面活性剤は、もっぱら既知の化合物である。
【００１９】
　特に適当で穏やかな、すなわち特に肌にやさしい、界面活性剤の例は、脂肪アルコール
ポリグリコールエーテルサルフェート、モノグリセリドサルフェート、モノおよび/また
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はジアルキルスルホスクシネート、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、脂肪
酸タウリド、脂肪酸グルタメート、α－オレフィンスルホネート、エーテルカルボン酸、
アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイン、両性アセター
ルおよび／またはタンパク質脂肪酸縮合物（好ましくは小麦タンパク質由来のもの）であ
る。
【００２０】
〔油体〕
　しかしながら、本発明の化粧品製剤は上記シリコーンの他にさらなる油体をさらに含有
してもよい。油体は、例えば、炭素数６～１８、好ましくは炭素数８～１０の脂肪アルコ
ールに基づくゲルベアルコール、直鎖状Ｃ6-Ｃ22脂肪酸と直鎖状もしくは分枝状Ｃ6-Ｃ22

脂肪アルコールとのエステル、および／または分枝状Ｃ6-Ｃ13カルボン酸と直鎖状もしく
は分枝状Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールとのエステル、例えばミリスチルミリステート、ミリス
チルパルミテート、ミリスチルステアレート、ミリスチルイソステアレート、ミリスチル
オレエート、ミリスチルベヘネート、ミリスチルエルケート、セチルミリステート、セチ
ルパルミテート、セチルステアレート、セチルイソステアレート、セチルオレエート、セ
チルベヘネート、セチルエルケート、ステアリルミリステート、ステアリルパルミテート
、ステアリルステアレート、ステアリルイソステアレート、ステアリルオレエート、ステ
アリルベヘネート、ステアリルエルケート、イソステアリルミリステート、イソステアリ
ルパルミテート、イソステアリルステアレート、イソステアリルイソステアレート、イソ
ステアリルオレエート、イソステアリルベヘネート、イソステアリルオレエート、オレイ
ルミリステート、オレイルパルミテート、オレイステアレート、オレイルイソステアレー
ト、オレイルオレエート、オレイルベヘネート、オレイルエルケート、ベヘニルミリステ
ート、ベヘニルパルミテート、ベヘニルステアレート、ベヘニルイソステアレート、ベヘ
ニルオレエート、ベヘニルベヘネート、ベヘニルエルケート、エルシルミリステート、エ
ルシルパルミテート、エルシルステアレート、エルシルイソステアレート、エルシルオレ
エート、エルシルベヘネート、およびエルシルエルケートである。直鎖状Ｃ6-Ｃ22脂肪酸
と分枝状アルコール（特に２－エチルヘキサノール）とのエステル、Ｃ18-Ｃ38アルキル
ヒドロキシカルボン酸と直鎖状または分枝状Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールとのエステル、特に
ジオクチルマレート、直鎖状および／または分枝状脂肪酸と多価アルコール（例えば、プ
ロピレングリコール、二量体ジオールまたは三量体トリオール）および／またはゲルベア
ルコールとのエステル、Ｃ6-Ｃ10脂肪酸に基づくトリグリセリド、Ｃ6-Ｃ18脂肪酸に基づ
く液状モノ－／ジ－／トリグリセリド混合物、Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールおよび／またはゲ
ルベアルコールと芳香族カルボン酸、特に安息香酸とのエステル、Ｃ2-Ｃ12ジカルボン酸
と炭素数１～２２の直鎖状または分枝状アルコールまたはヒドロキシル基数２～６および
炭素数２～１０のポリオールとのエステル、植物油、分枝状第一級アルコール、置換シク
ロヘキサン、直鎖状および分枝状Ｃ6-Ｃ22脂肪アルコールカーボネート、例えばジカプリ
リルカーボネート［Cetiol(登録商標)CC］、炭素数６～１８、好ましくは炭素数８～１０
の脂肪アルコールに基づくゲルベカーボネート、安息香酸と直鎖状および／または分枝状
Ｃ6-Ｃ22アルコールとのエステル［例えばFinsolv(登録商標)ＴＮ]、直鎖状または分枝状
、対称または非対称ジアルキルエーテル（アルキル基あたり６～２２個の炭素原子を有す
る）［例えばジカプリリルエーテル（Cetiol(登録商標)OE）］、エポキシ化脂肪酸エステ
ルのポリオールによる開環生成物および／または脂肪族またはナフテン系炭化水素、例え
ばスクアラン、スクアレンまたはジアルキルシクロヘキサンも適当である。
【００２１】
〔乳化剤〕
　さらに、本発明の化粧品製剤は、特にヘアトリートメントのようなクリーム形態である
場合、乳化剤を含んでよい。適当な乳化剤は、例えば、下記群の少なくとも一種である非
イオノゲン性界面活性剤である：
　・８～２２個の炭素原子を有する直鎖状脂肪アルコール、１２～２２個の炭素原子を有
する脂肪酸、アルキル基において８～１５個の炭素原子を有するアルキルフェノール、お
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よびアルキル基において８～２２個の炭素原子を有するアルキルアミンの、エチレンオキ
シド２～３０モルおよび／またはプロピレンオキシド０～５モル付加物、
　・アルキル（アルケニル）基において８～２２個の炭素原子を有するアルキルおよび／
またはアルケニルオリゴグリコシド、およびそのエトキシ化類似体、
　・ヒマシ油および／または水素添加ヒマシ油のエチレンオキシド１～１５モル付加物、
　・ヒマシ油および／または水素添加ヒマシ油のエチレンオキシド１５～６０モル付加物
、
　・１２～２２個の炭素原子を有する不飽和直鎖状または飽和分枝状脂肪酸および／また
は３～１８個の炭素原子を有するヒドロキシカルボン酸の、グリセロール部分エステルお
よび／またはソルビタン部分エステル、並びにそれらのエチレンオキシド１～３０モル付
加物、
　・ポリグリセロール（平均自己縮合度２～８）、ポリエチレングリコール（分子量４０
０～５０００）、トリメチロールプロパン、糖アルコール（例えばソルビトール）、アル
キルグリコシド（例えばメチルグルコシド、ブチルグルコシド、ラウリルグルコシド）お
よびポリグルコシド（例えばセルロース）と、１２～２２個の炭素原子を有する飽和およ
び／または不飽和、直鎖状または分枝状脂肪酸、および／または３～１８個の炭素原子を
有するヒドロキシカルボン酸との部分エステル、並びにそれらのエチレンオキシド１～３
０モル付加物、
　・ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステル、お
よび／または６～２２個の炭素原子を有する脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオール
、好ましくはグリセロールまたはポリグリセロールの混合エステル、
　・モノ－、ジ－およびトリアルキルホスフェート、およびモノ－、ジ－および／または
トリ－ＰＥＧ－アルキルホスフェート、並びにそれらの塩、
　・羊毛脂アルコール、
　・ポリシロキサン－ポリアルキル－ポリエーテルコポリマーおよび対応する誘導体、
　・ブロックコポリマー、例えばポリエチレングリコール－３０ジポリヒドロキシステア
レート、
　・ポリマー乳化剤、例えばGoodrich製、Pemulenグレード（TR-1、TR-2）、
　・ポリアルキレングリコール、
　・グリセロールカーボネート、および
　・エチレンオキシド付加生成物。
【００２２】
　脂肪アルコール、脂肪酸、アルキルフェノール、またはヒマシ油の、エチレンオキシド
および／またはプロピレンオキシド付加生成物は、市販製品である。それらは同族体混合
物であって、その平均アルコキシ化度は、エチレンオキシドおよび／またはプロピレンオ
キシドと付加反応を行う基材との量比に対応する。
【００２３】
〔部分グリセリド〕
　適当な部分グリセリドの例は、ヒドロキシステアリン酸モノグリセリド、ヒドロキシス
テアリン酸ジグリセリド、イソステアリン酸モノグリセリド、イソステアリン酸ジグリセ
リド、オレイン酸モノグリセリド、オレイン酸ジグリセリド、リシノール酸モノグリセリ
ド、リシノール酸ジグリセリド、リノール酸モノグリセリド、リノール酸ジグリセリド、
リノレン酸モノグリセリド、リノレン酸ジグリセリド、エルカ酸モノグリセリド、エルカ
酸ジグリセリド、酒石酸モノグリセリド、酒石酸ジグリセリド、クエン酸モノグリセリド
、クエン酸ジグリセリド、リンゴ酸モノグリセリド、リンゴ酸ジグリセリド、およびそれ
らの工業用混合物であって、その生産過程での副生成物として少量のトリグリセリドを含
有していてもよい。上記部分グリセリドのエチレンオキシド１～３０モル、好ましくは５
～１０モル付加物も適当である。
【００２４】
〔ソルビタンエステル〕
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　ソルビタンエステルは、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキイソステ
アレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタントリイソステアレート、ソルビタ
ンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタンジオレエート、ソルビタン
トリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタンセスキエルケート、ソルビタン
ジエルケート、ソルビタントリエルケート、ソルビタンモノリシノレエート、ソルビタン
セスキリシノレエート、ソルビタンジリシノレエート、ソルビタントリリシノレエート、
ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒドロキシステアレート、ソ
ルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシステアレート、ソルビタ
ンモノタートレート、ソルビタンセスキタートレート、ソルビタンジタートレート、ソル
ビタントリタートレート、ソルビタンモノシトレート、ソルビタンセスキシトレート、ソ
ルビタンジシトレート、ソルビタントリシトレート、ソルビタンモノマレエート、ソルビ
タンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリマレエート、およびそ
れらの工業用混合物である。上記ソルビタンエステルのエチレンオキシド１～３０モル、
好ましくは５～１０モル付加物も同様に適当である。
【００２５】
〔ポリグリセロールエステル〕
　適当なポリグリセロールエステルの例は、ポリグリセロール-２ ジポリヒドロキシステ
アレート（Dehymuls(登録商標)PGPH）、ポリグリセロール-３ ジイソステアレート（Lame
form(登録商標)TGI）、ポリグリセリル-４ イソステアレート（Isolan(登録商標)GI 34）
、ポリグリセリル-３ オレエート、ジイソステアロイルポリグリセリル-３ ジイソステア
レート（Isolan(登録商標)PDI）、ポリグリセリル-３ メチルグルコースジステアレート(
Tego Care(登録商標)450）、ポリグリセリル-３ 蜜蝋（Cera Bellina(登録商標)）、ポリ
グリセリル-４ カプレート（Polyglycerol Caprate T2010/90）、ポリグリセリル-３ セ
チルエーテル（Chimexane(登録商標)NL）、ポリグリセリル-３ ジステアレート（Cremoph
or(登録商標)GS 32）およびポリグリセリルポリリシノレエート（Admul(登録商標)WOL 14
03）、ポリグリセリルダイメレートイソステアレート、並びにそれらの混合物である。さ
らに適当なポリオールエステルの例は、トリメチロールプロパンまたはペンタエリスリト
ールと、ラウリン酸、ヤシ油脂肪酸、獣脂脂肪酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイ
ン酸、ベヘン酸などとのモノ-、ジ-およびトリエステルであって、場合によりエチレンオ
キシド１～３０モルと反応したものである。
【００２６】
〔アニオン性乳化剤〕
　通常のアニオン性乳化剤は、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪族脂肪酸、例えば、
パルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸、ならびに１２～２２個の炭素原子を有する
ジカルボン酸、例えばアゼライン酸またはセバシン酸である。
【００２７】
〔両性およびカチオン性乳化剤〕
　さらに、双性イオン性界面活性剤を乳化剤として使用することができる。双性イオン性
界面活性剤は、分子中に少なくとも１個の第四級アンモニウム基および少なくとも１個の
カルボキシレート基および１個のスルホネート基を有する界面活性化合物を表すとして用
いられる用語である。特に適当な双性イオン性界面活性剤は、いわゆるベタイン、例えば
、それぞれの場合においてアルキル基またはアシル基において８～１８個の炭素原子を有
する、Ｎ－アルキル－Ｎ,Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート(例えばヤシ油アルキル
ジメチルアンモニウムグリシネート）、Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ,Ｎ－ジメチルア
ンモニウムグリシネート(例えばヤシ油アシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリ
シネート）、および２－アルキル－３－カルボキシメチル－３－ヒドロキシエチルイミダ
ゾリン、ヤシ油アシルアミノエチルヒドロキシエチルカルボキシメチルグリシネートであ
る。ＣＴＦＡ名コカミドプロピルベタイン（Cocamidopropyl Betaine）として既知の脂肪
酸アミド誘導体が、特に好ましい。同様に、両性界面活性剤も適当な乳化剤である。両性
界面活性剤は、分子中のＣ8/18-アルキル基またはアシル基とは別に、少なくとも１個の
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遊離アミノ基および少なくとも１個の－ＣＯＯＨまたは－ＳＯ3Ｈ基を有し、分子内塩を
形成できる界面活性化合物を意味するとして理解される。適当な両性界面活性剤の例は、
それぞれの場合にアルキル基において約８～１８個の炭素原子を有する、Ｎ－アルキルグ
リシン、Ｎ－アルキルプロピオン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプ
ロピオン酸、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキ
ルタウリン、Ｎ－アルキルサルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸およびアルキル
アミノ酢酸である。特に好ましい両性界面活性剤は、Ｎ－ヤシ油アルキルアミノプロピオ
ネート、ヤシ油アシルアミノエチルアミノプロピオネート、およびＣ12/18-アシルサルコ
シンである。最後に、カチオン界面活性剤も乳化剤として適当であり、エステルクォート
型のもの（好ましくはメチル第四級化ジ脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩）が特に
好ましい。
【００２８】
〔脂肪およびワックス〕
　脂肪の例は、グリセリド、すなわち、高級脂肪酸の混合グリセロールエステルから実質
的に成る、固体または液体の植物性または動物性生成物であり、適当なワックスは、とり
わけ、天然ワックス、例えばキャンデリラ蝋、カルナウバ蝋、木蝋、エスパルト蝋、コル
ク蝋、グアルマ蝋（guaruma wax）、米糠蝋、サトウキビ蝋、オーリキュリ蝋（ouricury 
wax）、モンタン蝋、蜜蝋、シェラック蝋、鯨蝋、ラノリン（羊毛蝋）、尾脂（uropygeal
 grease）、セレシン、オゾケライト（地蝋）、ワセリン、パラフィン蝋、微結晶ワック
ス；化学修飾ワックス（硬蝋）、例えばモンタンエステル蝋、サソール蝋、水素化ホホバ
蝋、および合成ワックス、例えばポリアルキレンワックスおよびポリエチレングリコール
ワックスである。脂肪と同様に、脂肪様物質、例えばレシチンおよびリン脂質も適当な添
加剤である。レシチンという用語は、脂肪酸、グリセロール、リン酸およびコリンからエ
ステル化によって生成するグリセロールリン脂質を意味するものとして当業者に理解され
る。すなわち、専門家間ではレシチンはしばしばホスファチジルコリン（ＰＣ）ともされ
る。天然レシチンの例として挙げられるのはケファリンで、これはホスファチジン酸とも
称され、１,２－ジアシル－ｓｎ－グリセロール－３－リン酸の誘導体である。一方、リ
ン脂質は通例、リン酸とグリセロールとのモノエステルおよび好ましくはジエステル（グ
リセロールホスフェート）を意味すると理解され、通常脂肪として分類される。さらに、
スフィンゴシンおよびスフィンゴ脂質も適当である。
【００２９】
〔真珠光沢ワックス〕
　適当な真珠光沢ワックスは、例えば、アルキレングリコールエステル、特にエチレング
リコールジステアレート；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ油脂肪酸ジエタノールア
ミド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；多塩基性の（場合によりヒド
ロキシ置換した）カルボン酸と、６～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールとのエス
テル、特に酒石酸の長鎖エステル；脂肪物質、例えば脂肪アルコール、脂肪ケトン、脂肪
アルデヒド、脂肪エーテルおよび脂肪カーボネート（総炭素原子数少なくとも２４のもの
）、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；脂肪酸、例えばステアリン酸、ヒドロキ
システアリン酸またはベヘン酸、炭素原子数１２～２２のオレフィンエポキシドの、１２
～２２個の炭素原子を有する脂肪アルコールおよび／または２～１５個の炭素原子を有し
、２～１０個のヒドロキシル基を有するポリオールによる開環生成物；並びにそれらの混
合物である。
【００３０】
〔稠度調節剤および増粘剤〕
　適当な稠度調節剤は、１２～２２個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を有する第１
級脂肪アルコールまたはヒドロキシ脂肪アルコール、ならびに部分グリセリド、脂肪酸ま
たはヒドロキシ脂肪酸である。これらの物質と、アルキルオリゴグルコシドおよび／また
は同一鎖長の脂肪酸Ｎ－メチルグルカミドおよび／またはポリグリセロールポリ－１２－
ヒドロキシステアレートとの組合せが好ましい。適当な増粘剤は、例えば、Aerosilグレ
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ート（親水性シリカ）、多糖類、特にキサンタンゴム、グアール、寒天、アルギネートお
よびチロース（tylose）、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースお
よびヒドロキシプロピルセルロース、ならびに脂肪酸の比較的高分子量のポリエチレング
リコールモノエステルおよびジエステル、ポリアクリレート（例えば、Goodrich製のCarb
opol(登録商標)およびPemulenグレード；Sigma製のSynthalen(登録商標)；Kelco製のKelt
rolグレード；Seppic製のSepigelグレード；Allied Colloids製のSalcareグレード）、ポ
リアクリルアミド、ポリマー、ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロリドンである
。ベントナイト、例えば、シクロペンタシロキサン、ジステアルジモニウムヘクトライト
およびプロピレンカーボネートの混合物であるBentone(登録商標)Gel VS-5PC（Rheox）も
、特に有効であることがわかった。界面活性剤、例えば、エトキシ化脂肪酸グリセリド、
脂肪酸とポリオールとの、例えば、ペンタエリスリトールまたはトリメチロールプロパン
とのエステル、狭い同族体分布を有する脂肪アルコールエトキシレートまたはアルキルオ
リゴグルコシド、ならびに、電解質、例えば、塩化ナトリウムおよび塩化アンモニウムも
適当である。
【００３１】
〔過脂肪剤〕
　過脂肪剤としては、例えばラノリンおよびレシチン、ならびにポリエトキシ化またはア
シル化ラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリセリド、お
よび脂肪酸アルカノールアミドなどの物質が使用でき、脂肪酸アルカノールアミドは同時
に泡の安定化剤としても機能する。
【００３２】
〔安定剤〕
　安定剤としては、脂肪酸の金属塩が使用でき、例えば、ステアリン酸マグネシウムまた
はリシノール酸マグネシウム、ステアリン酸アルミニウムまたはリシノール酸アルミニウ
ムおよび／またはステアリン酸亜鉛またはリシノール酸亜鉛である。
【００３３】
〔ポリマー〕
　適当なカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体、例えばPolymer 
JR 400(登録商標)の名称でAmercholより入手可能な第四級化ヒドロキシエチルセルロース
、カチオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩およびアクリルアミドのコポリマー、第
四級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、例えば Luviquat(登録商標)（B
ASF）、ポリグリコールおよびアミンの縮合生成物、第四級化コラーゲンポリペプチド、
例えばラウリルジモニウム・ヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン［Lamequat(登録商
標)L；Gruenau］、第四級化小麦ポリペプチド、ポリエチレンイミン、カチオン性シリコ
ーンポリマー、例えばアモジメチコン、アジピン酸およびジメチルアミノヒドロキシプロ
ピルジエチレントリアミンのコポリマー［Cartaretins(登録商標)/Sandoz］、アクリル酸
とジメチルジアリルアンモニウムクロリドとのコポリマー［Merquat(登録商標)550/Chemv
iron］、ポリアミノポリアミド、およびその架橋水溶性ポリマー、カチオン性キチン誘導
体、例えば第四級化キトサン（場合により、微結晶分布したもの）、ジハロアルキレン（
例えばジブロモブタン）とビス－ジアルキルアミン(例えばビス－ジメチルアミノ－１,３
－プロパン）との縮合生成物、カチオン性グアーガム、例えば Jaguar(登録商標)ＣＢＳ
、Jaguar(登録商標)Ｃ－１７、Jaguar(登録商標)Ｃ－１６（Celanese）、第四級化アンモ
ニウム塩ポリマー、例えば Mirapol(登録商標)Ａ－１５、Mirapol(登録商標)ＡＤ－１、M
irapol(登録商標)ＡＺ－１（Miranol）である。
【００３４】
　適当なアニオン性、双性イオン性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビ
ニル／クロトン酸コポリマー、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニルコポリマー、酢酸ビ
ニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポリマー、メチルビニルエーテル／
無水マレイン酸コポリマーおよびそのエステル、未架橋ポリアクリル酸およびポリアクリ
ル酸架橋ポリオール、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリ
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レートコポリマー、オクチルアクリルアミド／メチルメタクリルレート／tert－ブチルア
ミノエチルメタクリレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、ポリビ
ニルピロリドン、ビニルピロリドン／ビニルアセテートコポリマー、ビニルピロリドン／
ジメチルアミノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマー、並びに場合
により誘導体化したセルロースエーテル、およびシリコーンである。
【００３５】
〔生体活性成分〕
　生体活性成分とは、例えばトコフェロール、トコフェロールアセテート、トコフェロー
ルパルミテート、アスコルビン酸、(デオキシ）リボ核酸およびその断片化生成物、β－
グルカン、レチノール、ビサボロール、アラントイン、フィタントリオール、パンテノー
ル、ＡＨＡ酸、アミノ酸、セラミド、擬似セラミド、精油、植物抽出物、例えばプルーン
抽出物およびバンバラナッツ抽出物、並びにビタミン錯体を意味すると理解される。
【００３６】
〔フィルム形成剤〕
　通常のフィルム形成剤は、例えばキトサン、微結晶キトサン、第四級化キトサン、ポリ
ビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸系ポリマー、
第四級セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸および／またはその塩、並びに同様
の化合物である。
【００３７】
〔フケ防止活性成分〕
　適当なフケ防止活性成分は、ピロクトンオラミン(１-ヒドロキシ-４-メチル-６-(２,４
,４-トリメチルペンチル)-２-(１Ｈ)-ピリジノンモノエタノールアミン塩）、Baypival(
登録商標)（クリンバゾール）、Ketoconazol(登録商標)、ケトコナゾール、エルビオール
、二硫化セレン、コロイドイオウ、イオウポリエチレングリコールソルビタンモノオレエ
ート、イオウリシノールポリエトキシレート、イオウタール蒸留物、サリチル酸（または
ヘキサクロロフェンとの組み合わせ）、ウンデシレン酸　モノエタノールアミドスルホス
クシネートＮａ塩、Lamepon(登録商標)UD（タンパク質-ウンデシレン酸縮合物）、ジンク
ピリチオン、アルミニウムピリチオン、およびマグネシウムピリチオン/ジピリチオン-マ
グネシウムサルフェートである。
【００３８】
〔ヒドロトロープ〕
　流動性を改善するために、ヒドロトロープ、例えばエタノール、イソプロピルアルコー
ル、またはポリオールを用いることもできる。適当なポリオールは、好ましくは２～１５
個の炭素原子を有し、少なくとも２個のヒドロキシル基を有する。ポリオールは、さらな
る官能基（特にアミノ基）をも有し得るか、および/または窒素で修飾され得る。その例
は、
　・グリセロール;
　・アルキレングリコール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、および平均分子量１００
～１０００ダルトンのポリエチレングリコール;
　・自己縮合度１．５～１０の工業用オリゴグリセロール混合物、例えばジグリセロール
含量４０～５０重量％の工業用ジグリセロール混合物;
　・メチロール化合物、例えば特にトリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ト
リメチロールブタン、ペンタエリスリトールおよびジペンタエリスリトール;
　・低級アルキルグルコシド(特に、アルキル基において１～８個の炭素原子を有するも
の）、例えばメチルグルコシドおよびブチルグルコシド;
　・５～１２個の炭素原子を有する糖アルコール、例えばソルビトールまたはマンニトー
ル;
　・５～１２個の炭素原子を有する糖、例えばグルコースまたはスクロース;
　・アミノ糖、例えばグルカミン；
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　・ジアルコールアミン、例えばジエタノールアミンまたは２－アミノ－１,３－プロパ
ンジオール
である。
【００３９】
　助剤および添加剤の合計割合は、組成物に基づいて１～５０、好ましくは５～４０重量
％であり得る。組成物を常套の低温法または高温法で製造することができ、転相温度法に
より行うことが好ましい。
【００４０】
　本発明は、さらに、コンディショニング化粧品製剤から毛髪へのシリコーンの付着を増
加させるための、４～１２個の炭素原子を有する脂肪酸とペンタエリスリトールとのエス
テルの使用を提供する。アシル基において６～１０個の炭素原子を有する脂肪酸を使用す
ることが好ましい。
【実施例】
【００４１】
　本発明の製剤の有効性を説明するために、、毛束を製剤で処理し、毛髪に付着したシリ
コーンの量を定量した。
【００４２】
〔毛束の処理〕
　１製剤あたり５つの処理される毛束を、Texapon NSO（６％活性物質、ラウレス硫酸ナ
トリウム、ｐＨ６.５）の６％濃度溶液で洗うことにより予備洗浄した後、それらを十分
にすすいだ。洗浄した毛束を過酸化水素（５％活性物質、ｐＨ９.４）で２０分間漂白し
、続いて十分にすすぎ、１時間乾燥させた（５５℃の気流）。記載した工程の全てを毛髪
サンプルを準備するための自動システムで行った。
【００４３】
〔製剤１～４での処理〕
　１製剤あたり５つの漂白した毛束を、自動すすぎおよび梳き装置で１分間湿らせた。次
いで、製剤０.１２５ｇ／毛髪１ｇを、湿った毛束に塗布した。３分間の接触時間の後で
、毛束を自動すすぎおよび梳き装置中で１分間すすいだ（３８℃で、それぞれの毛束に対
して１リットル／分）。毛束を暖かい空気（５５℃）を用いて１時間乾燥させた。
【００４４】
〔付着シリコーン量の分析定量〕
　毛髪に吸収されたシリコーンの量を、毛束からの抽出物のＩＣＰ－ＯＥＳ解析を用いて
測定した。この目的のために、毛髪を細かく切断し、吸収されたシリコーンをｏ-キシレ
ンで抽出した。抽出物をVista MPX Radial（Varian Inc.）ICP装置を用いて解析した。標
準は、保証されたポリジメチルシロキサン（PDMS）校正標準（Conostan（登録商標））を
用いた。シリコーン濃度は、純粋標準から決定した因子（２．６４）を乗じたシリコーン
の量から算出した。この因子は、誘導体化度が比較的低い変性シリコーンに対しても用い
ることができる。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
　全ての実施例の製剤は、毛髪へのシリコーンの高い付着をもたらす。
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